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原子力分野における日立の取り組みF E A T U R E D  A R T I C L E S

日立の原子力ビジョンと新型炉開発

木藤 和明｜Kito Kazuaki

日野 哲士｜Hino Tetsushi

松村 和彦｜Matsumura Kazuhiko

松浦 正義｜Matsuura Masayoshi

日立GEニュークリア・エナジー株式会社は，初期投資リスクの低減，長期的な安定電源の確保，
放射性廃棄物の有害度低減の実現を原子力ビジョンとして掲げており，これらを実現する新型炉
として，小型軽水炉BWRX-300，軽水冷却高速炉RBWR，小型液体金属冷却高速炉PRISM
の，三つの新型炉を開発中である。BWRX-300は徹底的な簡素化による安全性と経済性の両
立，RBWRは実績豊富な軽水冷却技術による高速炉の実現，PRISMは革新的技術の採用に
よる高い固有安全性と経済性の両立という特長を有する。今後，グローバルなエネルギー問題へ
の解決策を提供するため技術開発を実施し，これら三つの炉型を早期に実用化していく予定で
ある。

1. はじめに

日立GEニュークリア・エナジー株式会社（以下，「日立
GE」と記す。）では，BWR（Boiling Water Reactor：沸
騰水型軽水炉）建設経験と燃料サイクル技術を基に，小
型化・簡素化により安全性と経済性の両立をめざした次
世代小型軽水炉BWRX-300，実績豊富な軽水冷却技術を
用いた高速炉RBWR（Resource-renewable BWR：資源
再利用型BWR），固有安全性を有する金属燃料を採用し
た小型液体金属冷却高速炉PRISM（Power Reactor
Innovative Small Module：革新的小型モジュール原子炉）
の三つの炉型について，オープンイノベーションを活用
した国際共同開発を進めている（図1参照）。
本稿では，これら三つの炉型の特長や実用化に向けた
技術開発について述べる。

2. 次世代小型軽水炉BWRX-300

安全でクリーンな原子力発電が今後の世界市場で競争
力を高めるには，資本費を低減するとともに，ガスコン
バインドサイクル発電（火力発電）など他の電源と同等
以下の発電コストを実現し，資本リスクを低減する必要
がある。こうした中，経済性が高い小型原子炉のニーズ
が高まっており，日立GEは米国のGE Hitachi Nuclear
Energy（以下，「GEH」と記す。）社と協調し，高度な安
全性を維持したうえで経済性を向上した，次世代小型軽
水炉の日米共同開発を進めている。
BWRX-300の概念図と主な仕様を図2に示す。
BWRX-300は，電気出力300 MWe級の小型BWRである。
BWRは，原子炉で発生した蒸気を直接タービンに送るシ
ンプルな直接サイクル型の原子炉である。初期型BWR



131   Vol.102 No.02 276-277

（BWR-2～6）では再循環ループを原子炉圧力容器の外に
設けていたが，ABWR（Advanced BWR）で原子炉直付
けの再循環ポンプを採用して簡素化したのに続き，SBWR
（Simplifi ed BWR）・ESBWR（Economic SBWR）では自
然循環のみで炉心を冷却できる方式とした。BWRX-300
は，このようなBWR開発の歴史の中で10番目に開発され

たことから，ローマ数字で10を意味する「X」を用いて
「BWRX」と名付けられた。BWRX-300では，プラントシ
ステムのさらなる簡素化を目的として，原子炉一次冷却材
圧力バウンダリの信頼性を高め，原子炉で想定される主要
な事故であるLOCA（Loss of Coolant Accident：冷却材
喪失事故）の発生確率を徹底的に低減する革新的な概念を
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図2｜次世代小型軽水炉BWRX-300の概略図と主な仕様
次世代小型軽水炉BWRX-300は，簡素かつ小型の原子炉格納容器を持ち，それを地下に埋設することでテロなどを含む外的事象への耐性も強化している。安全
系は，動作に交流電源を必要としない静的安全系で構成される。

注：略語説明
BWR（Boiling Water Reactor）
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図1｜日立の原子力ビジョンと開発戦略
BWR建設経験と燃料サイクル技術を基に，初期投資リスク低減，長期的な安定電源，放射能有害度低減を実現する新型炉を国際的なオープンイノベーションを通
じて共同開発している。

注：略語説明
ABWR（Advanced Boiling Water Reactor），RBWR（Resource-renewable Boiling Water Reactor），PRISM（Power Reactor Innovative Small Module），
ESBWR（Economic Simplifi ed Boiling Water Reactor），EBR-II（Experimental Breeder Reactor II），MOX（Mixed Oxide），Pu（Plutonium），GDA（Generic Design Assessment）
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採用した。この結果，安全性を高めつつ，非常用炉心冷却
系ポンプなどの大型機器を削減するとともに，原子炉建屋
および原子炉格納容器を大幅に小型化し，出力当たりの原
子炉建屋物量を大型原子炉の半分程度に削減できる見通
しである。プラントシステムの簡素化は機器点数削減によ
る信頼性の向上や，廃炉時の廃棄物量の低減にもつなが
る。原子炉系のほとんどの機器に実績のある技術を採用す
ることで，開発リスクおよび許認可リスクを最小化し，早
期の市場投入をねらう。主要な開発項目は，原子炉一次冷
却材圧力バウンダリの高信頼化技術である。
近年の大型炉建設においては，長期間にわたる建設工
事が建設費の増加を招き，建設リスク増加の要因の一つ
となっている。BWRX-300では，モジュール化率を向上
させた工場完成型一体据付建設手法による建設リスクの
低減といった小型炉特有のメリットを追求するほか，周
辺機器や工法には先進的な一般産業技術を積極的に採用
し，建設工期の短縮や費用の低減を図る。
安全性や社会的受容性の観点から，新たなメリットも
検討する予定である。一例として，出力規模を抑えるこ
とで炉内の放射性物質の量そのものを減少させつつ，静
的安全系採用による電源不要の長期冷却などの特長を生
かして，EPZ（Emergency Planning Zone：緊急時計画
区域）縮小について検討する計画がある。
BWRX-300のプラントコンセプトを実現するため，以
下に示す技術開発を実施する計画である。
（1）一次冷却材圧力バウンダリの高信頼化
LOCAの発生確率を徹底的に低減した原子炉システム
の構築，非常用復水器による原子炉圧力容器過圧防護対
策など

（2）小型炉特有のメリットの最大化
工場完成型の一体据付建設手法，系統数最適化の検討
など
（3）先進一般産業技術の徹底活用によるコスト低減
高強度コンクリートの採用，垂直掘削工法，空冷式発
電機の採用など
（4）その他の原子力技術の応用研究
原子炉圧力容器の小型化，地下埋設式建屋の耐震評価
など
今後，2020年度内を目標に概念設計を完了させる。そ
の後は米国での先行安全審査，実証試験，サイト選定を
進め，2030年頃に北米での初号機運転開始をめざす。ま
た，並行して国内，欧米諸国のプロジェクトに参画し，
BWRX-300の市場開拓を進めていく。

3. 軽水冷却高速炉RBWR

RBWRは，資源の有効利用と使用済み燃料の環境負荷
低減に寄与することを意図した炉である。燃料棒を密に
配置するとともに，原子炉内で冷却水が沸騰するBWRの
特長を活用し，冷却水との衝突による中性子の減速を抑
制してエネルギーを従来BWRよりも高めることで，使用
済み燃料に含まれ，放射能が長期間減衰しない要因と
なっているプルトニウムやマイナーアクチニドなどの超
ウラン元素（TRU：Trans-uranium）を燃料として再利
用することを可能とする。
RBWRの概要を図3に示す1）。炉心部はTRU燃焼に最
適な構成に変更するものの，炉心以外のタービン系や安

タービン建屋 

炉心

4 m

155 mm

194 mm

燃料棒 冷却水

2.4 m TRU
領域約20 m

プラント概観 圧力容器

従来のBWR燃料

原子炉建屋

RBWR燃料

図3｜ RBWRの概要
中性子の冷却水との衝突による減速を抑制してエネ
ルギーを従来のBWRよりも高めるため，燃料棒を稠
密に配置する。それ以外のタービン系や安全システム
などは従来のBWRの技術を利用する。

注：略語説明
TRU（Trans-uranium）
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全システムなどには商用実績のある現行のBWR技術を
適用する。一般的に，RBWRのように高いエネルギーの
中性子を利用してTRU燃焼を図る原子炉の課題の一つ
は，出力上昇時に冷却材中のボイド（気泡）率が増加す
ることにより炉の出力が下がる，フィードバック効果（負
のボイド反応度係数）が働きにくくなることである。
RBWRはTRUを上下2領域に扁（へん）平に配置し，出
力上昇時に冷却材中のボイド率が増加したときの中性子
漏れを増やすことで負のボイド反応度係数を実現する。
このような原子炉内の挙動を詳細に評価するため，日立
は日英米の研究機関と連携して炉心解析手法の高度化と
適用性確認に取り組んでいる2），3），4）。
RBWRにおいては社会的な要請に応えつつ，燃料サイ
クル技術開発の進展に合わせて段階的に開発を進めてい
く計画である。そのため，稠（ちゅう）密燃料を現行
BWRに適用し，プルトニウムを柔軟な計画で利用できる
RBWRの開発に着手した。図4にRBWRの導入コンセプ
トを示す。四角格子RBWRは，既設BWRの燃料集合体，
制御棒など，取り替えや追加が容易なコンポーネントの
交換・設置のみで実現する。また，現在の再処理および
MOX（Mixed Oxide）燃料製造技術の利用を想定してい
る。四角格子RBWRにより，プルトニウムを消費しつつ
も，使用済み燃料中に残されるプルトニウムの核分裂性
同位体の割合を従来プルサーマル方式よりも高め，将来
のリサイクル利用を容易にして資源の有効利用に寄与す
る。このように，軽水炉での稠密燃料や高いエネルギー
の中性子利用を段階的に実証することで早期実用化し，
燃料サイクルの推進に寄与しつつ，再処理や燃料製造技
術などの進展に合わせて資源持続性に優れた六角格子

RBWRを実用化していくねらいである。

4.  小型液体金属冷却高速炉PRISM

軽水炉による原子力発電が実用化された一方，将来の
資源持続性の観点から，燃料となる核分裂性物質を消費
しながら生成する高速炉技術は燃料組成の柔軟性が高
く，各国で開発が進められている。PRISMの最初の設計
は1980年代にGeneral Electric（GE）社により行われ，
現在はGEH社により開発が継続されている。事故時に長
期間の炉心冷却能力が必要な崩壊熱除去系に採用されて
いる重要な技術である受動的安全系設備 RVACS
（Reactor Vessel Auxiliary Cooling System：原子炉容器
補助冷却システム）は，電源および運転操作を必要とせ
ず，金属燃料を採用することで高い固有安全性・信頼性
を有し，初期投資を抑制できる小型モジュールナトリウ
ム冷却高速炉を実現している。単一の原子炉モジュール
の電気出力は標準で311 MWe※）であり，設置する原子
炉モジュールの数によって柔軟な発電プラント構成を可
能としている。図5に原子炉モジュールの概念図を示す。
日立GEは2018年12月に経済産業省により策定された高
速炉開発ロードマップの高速炉導入方針に従い，経済性
と安全性を兼ね備えたPRISMを2040年代に日本へ導入
することを目標としている。
RVACSは，格納容器の外側から空気の自然循環によっ
て炉心崩壊熱を除去するシステムである。図6にRVACS

住民， 事業者， 国それぞれのニーズに対応

安全性， 
廃棄物対策

経済性， 
発電コスト低減

住民 事業者

・ Pu富化度増加
・ 燃料多重リサイクル

・ 既設炉にバックフィット
・ 既存の再処理設備 ･

MOX燃料工場利用

高性能化

10×10 MOX8×8 MOX

燃料サイクル推進， 国際公約の
遵守（Pu削減）， 資源の有効利用

国

六角格子RBWR
廃棄物燃焼
資源持続性

四角格子RBWR
Pu燃焼（低コスト化）
Pu再利用容易化

プルサーマル
Pu燃焼

図4｜ RBWRの導入コンセプト
燃料サイクルの推進に寄与しつつ，軽水炉での稠密
燃料や高いエネルギーの中性子利用の実績を積
み，再処理や燃料製造技術などの進展に合わせて
六角格子RBWRを実用化していく。

※）オプションとして電気出力165 MWe，380 MWeを選択可能である。
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の概念を示す。空気はスタックから原子炉建屋内に引き
込まれ，格納容器を冷却した後に加熱された空気が放出
される。RVACSは外部電源を必要としない受動的なシス
テムであり，異常時に炉内ナトリウム温度が上昇し，炉
容器内壁側に高温ナトリウムがオーバーフローすると，
高温ナトリウムの温度に応じて除熱量が増大する。この
ため，RVACSの起動に運転員による操作は不要である。
PRISMで採用されている金属燃料（U-Pu-Zr三元系合
金燃料）の物理的・化学的特性上の特長は，高燃料密度，
高熱伝導度，低比熱，高熱膨張率，冷却材であるナトリ
ウムとの良好な共存性である。このため，高い増殖性，
高次アクチニド生成抑制・燃焼特性，冷却材・燃料温度
上昇に伴う負の反応度特性を有するほか，燃料ピン内の
温度分布が平坦である，酸化物燃料と比較して定常およ

び異常時の温度が低い，炉心に蓄えられている熱エネル
ギーが少ないなど，多くの経済性・安全性上の利点があ
る。過去に米国の実験炉EBR-II（Experimental Breeder 
Reactor II）において事故時を模擬した試験が行われた際
にも，金属燃料の安全上の利点により，安全設備に頼ら
ず異常状態が収束する結果が得られている。
今後の導入・開発計画としては，国内導入のフィージ
ビリティスタディとして，開発元のGEH社と協力し，
2020年から2021年にかけて国内導入時に想定される規
制要件への適合性検討および導入シナリオ，技術的特長
であるRVACSと金属燃料の安全性について検討し，
2023年までに実証試験計画の立案を実施する。その後，
実証試験，詳細設計，許認可を経て2040年代の導入をめ
ざしていく。

蒸気発生器補助
冷却システム

蒸気発生器

水蒸気配管
（タービンへ）

給水戻り配管

二次ナトリウム
配管

原子炉

原子炉容器
補助冷却システム
スタック

燃料交換用建屋

免震装置

GE Hitachi Nuclear Energy社提供

図5｜ 標準的な原子炉モジュールの概念図
PRISMでは，標準的には2基の原子炉モジュールと
1基のタービン設備により1組のパワーブロックが構成
される。

吸気孔
スタック

出口
プレナム
入口
プレナム

コレクター
シリンダ

原子炉
モジュールコア

排気孔
上昇流

アルゴン

原子炉容器

安全容器
コレクター
シリンダ
断熱材

原子炉
サイロ

下降流

コンク
リート

空気流路
RVACS

原子炉
サイロ

流路および
サイロの断面図

GE Hitachi Nuclear Energy社提供

図6｜ RVACSの概念図
RVACSは安全容器の外側から空気の自然循環に
よって炉心崩壊熱を除去するシステムであり，異常時
においても外部電源と運転操作を必要とせずに炉
心を冷却できる受動的安全系設備である。

注：略語説明
RVACS（Reactor Vessel Auxiliary Cooling System）
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5. おわりに

日立GEは，初期投資リスクの低減，長期的な安定電源
の確保，放射性廃棄物の有害度低減を実現するため，
BWRX-300，RBWR，PRISMの三つの新型炉について，
オープンイノベーションを活用した国際共同開発を進め
ている。今後も，原子力政策の反映，ユーザー意見の取
り込みなど，社会的受容性を高め，クリーンエネルギー
への投資喚起を念頭に技術開発を実施し，これらの炉型
を早期に実用化していく予定である。

執筆者紹介

木藤 和明
日立GEニュークリア・エナジー株式会社 原子力生産本部 

原子力計画部 所属
現在，小型軽水炉のシステム設計に従事
工学博士
日本原子力学会会員，日本機械学会会員

日野 哲士
日立製作所 研究開発グループ 

エネルギーイノーベーションセンタ 原子力システム研究部 所属
現在，次世代軽水炉の炉心開発に従事
理学博士
日本原子力学会会員

松村 和彦
日立GEニュークリア・エナジー株式会社 原子力生産本部 

原子力計画部 所属
現在，PRISMプロジェクト推進に従事
日本原子力学会会員

松浦 正義
日立GEニュークリア・エナジー株式会社 経営戦略本部 所属
現在，日立GE全体の研究開発マネジメントおよび将来型BWRの
開発に従事
技術士（原子力・放射線部門）
日本原子力学会会員

参考文献など
1） 日野哲士，外：核廃棄物の環境負荷を低減する軽水炉システム，
日立評論，96，7-8，516～522（2014.8）

2） T. Hino et al.: Core Design and Analysis of Axially Heterogeneous 

Boiling Water Reactor for Burning Transuranium Elements, 

Nuclear Science and Engineering, 187, pp.213-239（2017.1）
3） B.A. Lindley et al.: Development of a core design capability for 

innovative boiling water reactor designs for burning transuranic 

isotopes using WIMS/PANTHER, Annals of Nuclear Energy, 123, 

pp.162-171（2019.1）
4） T. Hino et al.: Core Design of RBWR (Resource-renewable Boiling 

Water Reactor) and Benchmark Calculation of Core Analysis 

Tools, ICAPP2019（2019.5）



日立評論は、イノベーションを通じて社会課題に応える
日立グループの取り組みを紹介する技術情報メディアです。

日立評論Webサイトでは、日立の技術者・研究者自身の執筆による論文や、
対談やインタビューなどの企画記事、バックナンバーを掲載しています。ぜひご覧ください。

日立評論(日本語) Webサイト

https://www.hitachihyoron.com/jp/

Hitachi Review(英語) Webサイト

https://www.hitachihyoron.com/rev/

Webサイトにてメールマガジンに登録いただきますと、
記事の公開をはじめ日立評論に関する最新情報をお届けします。

https://www.hitachihyoron.com/jp/?utm_campaign=pdf&utm_source=jp&utm_medium=appx
https://www.hitachihyoron.com/rev/?utm_campaign=pdf&utm_source=rev&utm_medium=appx

	評論�
	スライド 1: 日立評論は、イノベーションを通じて社会課題に応える 日立グループの取り組みを紹介する技術情報メディアです。
	スライド 2: Hitachi Review is a technical medium that reports on Hitachi's use of innovation to address the challenges facing society. 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




